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現在,医療,バイオの分野で薬剤伝達技術システム(Drug Delivery System：DDS)が注目さ

れている.DDS とは,薬剤を目標部位のみに作用させる技術である.その DDS に用いられる

ポリマー微粒子を空気中,液体中においてナノサイズオーダーでのドーパントの均一性や内

部構造の評価をする技術は未だ確立されていない. 

本研究では,共焦点顕微鏡にマイケルソン型干渉計を組み込んだ偏光干渉非線形共焦点顕

微鏡を提案する.本顕微鏡は,測定対象に対し非接触,非破壊で微粒子のサイズ評価やドーパ

ントの均一性の評価がナノレベルで可能である.今回,提案する偏光干渉非線形共焦点顕微

鏡の分解能を測定し,性能を評価した.また,微粒子内部の微少領域で計測を行い,高コントラ

ストに微粒子の構造を把握した.Fig.1 に DDS 微粒子を模した直径 200nm の色素ドープ微

少球を共焦点顕微鏡(a)と偏光干渉非線形共焦点顕微鏡(b)でそれぞれ計測した画像を示す.

詳細については当日報告する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1: images of the polystyrene particle; (a) with the confocal microscope, (b) with the 

polarization interferometric nonlinear confocal microscope 
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